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いる｡ 上式に,さらに,歪の効果などをとり入れるため Debye-Walerfactor exp
(-< ｡2>K2) をかけるなどして得られた干渉関数が実験と比較されているが,実験
との一致は余 りよくない4≧











たとえば,Ichikawa6)は, 3つの球 (直径 o)の申し間距離が ko より小さいとき
(k:parameter)にその上に接触するように別の球を持ってくるという processをくり返
すことによりassemblyをっくり上げた｡その結果見出されたことは






































































二宮 polyhedronの安定化, i.e.dislocationcoreに入 りこみ dislocationを安定化｡
蓮 dislocationの間かくが5位でも見たときcIyStalと見えるか ?
amorphousに見えるのでは ?
大川 dislocationcenterではわからないが, centerから2,3ケ離れた所の topology
は結晶と同じ｡
蓮 α-5ではcrystalと見えないのでは ?
BernalのmOdelで, 5-6コの COlineateした粒子が連動して Browniar)
motion -早いdimItionが起る｡









diff,actionpatternで bK⊥宣 以外 を切ればF.CCに似る
松田 試料の大きさ,材料としての特性
二宮 厚さ数mの リボン
criticalshearstress大,変形がちょっと大となるとこわれる｡
耐蝕性非常に大｡
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